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二
一
世
紀
に
お
け
る

東
ア
ジ
ア
新
秩
序
を
め
ぐ
っ
て

―
わ
だ
か
ま
り
を
解
き
、
真
の
協
力
を
求
め
る
―

趙 

剛

●
は
じ
め
に

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
は
、
日
中
関
係
は
最
も
重
要
な
関

係
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
日
中
国
交
正

常
化
以
来
、
す
で
に
四
三
年
の
歳
月
が

経
っ
た
。
日
中
両
国
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
面
に
お
い
て
、
当
時
と
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
緊
密
さ
を
増
し
て
い
る
。
し

か
し
、
政
治
や
外
交
の
面
に
お
い
て
は
、

両
国
の
間
に
は
様
々
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
日
本
側
は
、
中
国
の
軍
備
拡

大
、
環
境
問
題
、
防
空
識
別
圏
の
設
定

を
懸
念
し
て
い
る
。
他
方
、
中
国
側
は
、

釣
魚
島
（
尖
閣
諸
島
）
の
国
有
化
を
め

ぐ
る
領
土
問
題
、
靖
国
参
拝
や
教
科
書

を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
問
題
、
所
謂
「
自

由
と
繁
栄
の
弧
」
の
価
値
観
外
交
問
題
、

さ
ら
に
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
「
積
極
的

な
平
和
外
交
」
の
真
意
な
ど
に
警
戒
感

を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
は

高
度
成
長
に
と
も
な
い
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
す
で
に
二
〇
一
〇
年
の
時
点
に
お
い

て
日
本
を
追
い
抜
き
、
名
実
と
も
に
、

世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と
な
り
、
二

〇
一
四
年
の
時
点
に
お
い
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総

額
は
日
本
の
二
倍
と
な
っ
た
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
起
き
た
世
界
経
済
の

不
況
と
逆
風
の
な
か
、
中
国
経
済
は
順

調
に
成
長
を
続
け
、
今
や
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

世
界
経
済
の
グ
ロ
―
バ
ル
化
が
進
む

な
か
で
、
地
域
経
済
の
一
体
化
は
経
済

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る

重
要
な
一
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ

は
既
に
市
場
や
通
貨
を
統
一
し
た
。
本

来
な
ら
ば
、
歴
史
上
、
密
接
な
関
係
を

持
ち
、
共
通
の
文
化
背
景
を
持
つ
東
ア

ジ
ア
地
域
は
Ｅ
Ｕ
よ
り
も
も
っ
と
早
く

一
大
統
一
市
場
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
同

体
の
形
成
ど
こ
ろ
か
、
近
代
と
い
う
歴

史
の
ジ
レ
ン
マ
に
挟
ま
れ
、
様
々
な
軋

轢
お
よ
び
冷
戦
の
後
遺
症
が
未
だ
深
い

傷
跡
と
し
て
残
っ
た
。
そ
し
て
、
近
年
、

釣
魚
島
（
尖
閣
諸
島
）
の
国
有
化
を
め

ぐ
っ
て
日
中
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、

今
や
両
国
は
国
交
正
常
化
以
来
、
最
も

厳
し
い
外
交
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
緊
張
が
続
い
て
い
る
日

中
関
係
を
背
景
に
、
近
代
日
中
関
係
史

上
に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
出
来
事
で

あ
っ
た
「
日
清
戦
争
」
と
「
日
中
戦

争
」
と
い
う
二
つ
の
戦
争
の
顛
末
を
め

ぐ
る
日
中
双
方
の
思
惑
に
つ
い
て
分
析

す
る
。
さ
ら
に
、
現
況
お
よ
び
未
来
を

展
望
し
た
う
え
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
地
域
秩
序
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
歴

史
的
教
訓
を
視
野
に
入
れ
て
、
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
日
中
両
国
の
本
当
の
意
味

で
の
和
解
と
そ
の
未
来
像
を
探
り
た
い
。

●
「
日
清
修
好
条
規
」
か
ら
「
下

関
条
約
」
へ

　

東
ア
ジ
ア
地
域
、
す
な
わ
ち
、
中
国

大
陸
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
お
よ
び
澎
湖

諸
島
、
日
本
列
島
に
お
い
て
は
、
日
中

両
国
が
か
つ
て
か
ら
中
心
的
な
存
在
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
日
中
両
国
は
長
い
歴
史
に

お
い
て
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
大
和

朝
廷
は
舒
明
二
年
（
六
三
〇
年
）
犬
い
ぬ
が
み
の上

御み

田た

鍬す
き

を
大
使
と
し
て
長
安
に
派
遣
し

た
後
、
寛
平
六
年
（
八
九
四
年
）
ま
で

約
二
五
〇
年
間
、
合
計
二
〇
回
に
上
る

使
節
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

留
学
生
を
中
国
に
滞
在
さ
せ
、
中
国
の

文
化
、
制
度
な
ど
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、

断
続
が
あ
っ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も

ア
ヘ
ン
戦
争
ま
で
の
日
中
関
係
お
よ
び

東
ア
ジ
ア
は
、
中
国
を
中
心
と
す
る
朝

貢
体
制
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
は
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
国
際
秩
序
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
八
四
〇
年
に
中
英
の

間
で
起
き
た
ア
ヘ
ン
戦
争
は
後
の
清
朝

の
崩
壊
に
繋
が
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
東

ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
、
と
り
わ
け
日
中

関
係
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

ア
ヘ
ン
戦
争
で
敗
北
し
た
清
朝
は
「
中

体
西
用
」
を
唱
え
、
近
代
化
の
た
め
に

洋
務
運
動
を
開
始
し
た
。
そ
れ
か
ら
や

や
遅
れ
て
、
日
本
も
一
八
五
三
年
の
黒

船
来
航
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、

尊
皇
攘
夷
か
ら
開
国
へ
と
転
換
し
て
明

治
維
新
を
断
行
し
た
。

　

外
圧
を
受
け
て
近
代
の
入
り
口
に
立

た
さ
れ
た
日
中
両
国
は
、「
改
革
」
の

実
現
と
い
う
点
で
は
一
応
の
と
こ
ろ
一

致
し
て
い
た
が
、
洋
務
運
動
で
は
「
改

革
」
を
上
か
ら
下
へ
と
遂
行
し
よ
う
と

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
明
治
維
新
は
結

果
的
に
は
「
下
剋
上
」
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
下
剋
上
が
故
に
、
明

治
維
新
は
民
衆
か
ら
普
遍
的
な
支
持
を

得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
洋
務
運
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動
を
基
礎
と
し
て
中
国
を
近
代
国
家
た

ら
し
め
た
の
と
は
対
照
的
に
、
明
治
維

新
は
根
本
的
に
幕
藩
体
制
を
近
代
国
家

へ
と
変
化
さ
せ
た
。

　

日
中
両
国
が
近
代
化
へ
変
化
す
る
際
、

最
初
か
ら
直
接
的
な
衝
突
が
生
じ
た
訳

で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
変
革
を
唱
え
た

日
中
両
国
は
、
ま
ず
は
一
八
七
一
年
、

天
津
に
お
い
て
「
日
清
修
好
条
規
」
を

締
結
し
た
。
同
条
規
の
第
二
条
に
「
両

国
好
み
を
通
ぜ
し
上
は
、
必
ず
相
関
切

す
。
若
し
他
国
よ
り
不
公
及
び
軽
ば
く

す
る
こ
と
あ
る
時
、
其
の
知
ら
せ
を
為

せ
ば
、
何
れ
も
互
い
に
相
助
け
、
或
は

中
に
入
り
、
程
よ
く
取
り
扱
い
、
友
誼

を
敦
く
す
べ
し
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、

近
代
国
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点

で
の
日
中
関
係
は
決
し
て
悪
く
な
か
っ

た
。
そ
れ
と
こ
ろ
か
、
あ
る
種
の
運
命

共
同
体
的
な
「
幻
想
」
す
ら
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、「
幻
想
」
は
す
ぐ
に
破
滅

し
た
。
両
国
は
そ
の
後
、
琉
球
諸
島
お

よ
び
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
っ
て
、
台
湾
出

兵
、
江
華
島
事
件
、
琉
球
処
分
、
甲
申

政
変
、
長
崎
事
件
と
い
う
一
連
の
事
件

が
起
き
、
つ
い
に
一
八
九
四
年
に
は
日

清
戦
争
に
突
入
し
た
。
翌
年
、
清
国
の

敗
北
で
両
国
は
「
下
関
条
約
」
を
締
結

し
た
。
一
八
七
一
年
の
「
修
好
条
規
」

か
ら
一
八
九
五
年
の
「
下
関
条
約
」
ま

で
、
わ
ず
か
二
四
年
間
で
あ
り
、
東
ア

ジ
ア
の
二
つ
の
大
国
の
関
係
に
は
ま
る

で
掌
を
返
し
た
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
。

　

一
体
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

た
の
だ
ろ
う
か
？　
「
一
九
世
紀
半
ば

以
降
の
日
本
と
中
国
を
そ
の
よ
う
な
近

代
と
伝
統
、
侵
略
と
抵
抗
と
い
う
観
点

か
ら
一
貫
さ
せ
て
語
る
語
り
方
が
定
型

化
し
て
い
っ
た
」⑴
と
い
う
こ
と
が
一

般
的
に
言
わ
れ
て
き
た
が
、
福
沢
諭
吉

の
『
脱
亜
論
』
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一

八
八
五
年
で
あ
っ
て
、
北
洋
艦
隊
が
建

設
さ
れ
た
の
は
一
八
七
四
年
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
「
修
好
条
規
」
の
裏
腹
に
あ

っ
た
の
は
、
両
国
の
間
の
強
い
不
信
感

と
戦
争
準
備
の
時
間
稼
ぎ
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
っ
て
、
伝
統
的
な
宗

属
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
清
国
に

対
し
て
、
日
本
は
新
し
い
国
際
秩
序
を

作
る
と
い
う
名
目
で
、
朝
鮮
半
島
を
侵

略
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
結
果
と

し
て
、
日
中
は
互
い
に
謀
略
的
に
条
規

を
結
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
近
代
国
家
へ

踏
み
出
そ
う
と
し
た
時
点
に
お
い
て
、

一
時
凌
ぎ
的
な
こ
の
条
規
の
裏
側
に
あ

っ
た
の
は
各
々
の
策
略
で
し
か
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、「
修
好
条
規
」
か
ら

「
下
関
条
約
」
へ
の
変
貌
は
条
約
の
内

容
だ
け
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
日
中
の
立
場
を
完
全
に
逆
転
さ
せ
た
。

　

日
清
戦
争
後
、
清
国
は
日
本
に
台
湾

の
割
譲
の
ほ
か
に
、
軍
費
賠
償
金
銀
二

億
両
、
威
海
衛
守
備
費
三
年
間
分
一
五

〇
万
両
、
遼
東
半
島
還
付
補
償
金
三
〇

〇
〇
万
両
、
合
計
二
億
三
一
五
〇
万
両

（
約
三
億
二
〇
〇
〇
万
円
）
を
強
い
ら

れ
た
。
因
み
に
当
時
清
国
の
年
度
財
政

規
模
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
、
日
本

の
国
家
予
算
は
約
八
〇
〇
〇
万
円
で
あ

っ
た
。
ま
た
清
国
は
五
年
後
に
起
き
た

義
和
団
事
件
で
さ
ら
に
西
側
諸
国
に
四

億
五
〇
〇
〇
万
両
の
賠
償
金
を
強
い
ら

れ
、
国
の
財
政
が
完
全
に
破
綻
し
た
。

こ
れ
ら
巨
額
な
賠
償
金
の
た
め
に
民
衆

の
生
活
は
困
窮
を
極
め
た
。
や
が
て
、

一
九
一
一
年
に
清
朝
は
民
衆
の
蜂
起
に

よ
っ
て
幕
が
閉
じ
ら
れ
、
中
国
大
陸
は

二
〇
〇
〇
年
以
上
続
い
た
封
建
的
な
帝

政
が
そ
の
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
下
関
条
約
」
を
締
結
し
た

一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四
五
年
終
戦
ま

で
の
五
〇
年
間
、
日
本
も
結
果
的
に
軍

国
主
義
の
道
を
選
び
、
東
ア
ジ
ア
地
域

に
は
幾
度
も
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
、
不

幸
の
連
続
の
時
代
で
あ
っ
た
。

●
「
日
中
戦
争
」
か
ら
「
七
二
年

体
制
」
の
成
立
へ

　

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
は
近
代
世

界
史
の
記
録
に
永
遠
に
残
る
日
で
あ
る
。

こ
の
日
、
昭
和
天
皇
は
玉
音
放
送
に
よ

り
、
国
民
に
日
本
の
降
伏
を
宣
告
し
た
。

世
界
各
国
に
と
っ
て
、
一
九
三
九
年
九

月
一
日
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
侵
攻
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次

大
戦
が
約
六
年
間
を
経
て
よ
う
や
く
こ

こ
で
終
息
し
た
。
し
か
し
、
日
本
に
と

っ
て
の
本
当
の
意
味
で
の
「
終
戦
」
は

一
九
五
一
年
九
月
八
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
の
締
結
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
中
華

人
民
共
和
国
に
と
っ
て
、
日
本
と
の

「
不
正
常
状
態
」
の
終
結
は
一
九
七
二

年
九
月
の
日
中
国
交
正
常
化
ま
で
さ
ら

に
延
ば
さ
れ
た
。
ま
た
、
戦
後
処
理
の

重
要
な
一
環
と
し
て
の
戦
争
賠
償
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。

　

ボ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
第
一
一
項
に
は
日

本
の
戦
争
賠
償
問
題
に
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
⑵
。

　
「
日
本
ハ
其
ノ
経
済
ヲ
支
持
シ
且
公

正
ナ
ル
実
物
賠
償
ノ
取
立
ヲ
可
能
ナ
ラ

シ
ム
ル
ガ
如
キ
産
業
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト

ヲ
許
サ
ル
ベ
シ
但
シ
日
本
国
ヲ
シ
テ
戦

争
ノ
為
再
軍
備
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
シ
ム

ル
ガ
如
キ
産
業
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ
」

　

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
日
本
は

台
湾
と
の
間
に
「
日
本
国
と
中
華
民
国

と
の
間
の
平
和
条
約
」（
日
華
条
約
）

を
締
結
し
た
。
し
か
し
、
台
湾
の
管
轄

範
囲
お
よ
び
戦
争
賠
償
に
つ
い
て
は
、

台
湾
当
局
は
日
本
が
己
の
政
権
の
正
当

性
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
譲
歩
を
重
ね
、

最
終
的
に
戦
争
賠
償
請
求
を
放
棄
す
る
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21世紀における東アジア新秩序をめぐって―わだかまりを解き、真の協力を求める―

と
と
も
に
、
条
約
の
適
用
範
囲
も
日
本

側
に
配
慮
す
る
形
で
妥
協
し
た
。

　

一
方
、
大
陸
中
国
は
一
貫
し
て
こ
の

「
日
華
条
約
」に
反
対
し
た
。
一
九
五
一

年
八
月
一
五
日
付
の
「
対
日
平
和
条
約

米
英
草
案
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議

に
関
す
る
周
恩
来
外
交
部
長
の
声
明
」

に
お
い
て
周
恩
来
は
「
日
本
に
占
領
さ

れ
て
大
損
害
を
被
り
、
自
力
で
再
建
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
諸
国
は
賠
償
を

請
求
す
る
権
利
を
留
保
す
べ
き
で
あ

る
」⑶
と
述
べ
た
。
そ
の
後
も
中
国
政

府
は
重
ね
て
声
明
や
談
話
を
発
表
し
た
。

そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
一
九
五
五

年
八
月
の
中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
問

題
に
関
す
る
声
明
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中

国
外
交
当
局
は
声
明
に
お
い
て
「
日
本

軍
国
主
義
者
が
中
国
侵
略
戦
争
の
期
間

中
に
、
一
〇
〇
〇
万
以
上
の
中
国
人
民

を
殺
戮
し
、
中
国
の
公
私
の
財
産
に
数

百
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
損
害
を
与
え
、
ま

た
何
千
何
万
も
の
中
国
人
を
捕
ま
え
て

日
本
に
連
れ
て
い
き
、
奴
隷
の
よ
う
に

こ
き
使
っ
た
り
殺
害
し
た
り
し
た
こ
と

で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
中
国
人
民
が

そ
の
受
け
た
極
め
て
大
き
な
損
害
に
つ

い
て
賠
償
を
要
求
す
る
権
利
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
」⑷
と

語
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
談
話
は
日
本
の

戦
争
責
任
の
追
及
と
い
う
意
味
も
含
ま

れ
て
い
る
が
、
主
な
目
的
は
、
中
華
民

国
で
は
な
く
、
中
華
人
民
共
和
国
こ
そ

が
対
日
賠
償
請
求
権
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
主
張
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
の
後
、
中
国
は
日
本
に
対
し
て
積

極
的
に
民
間
交
流
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
従
来
唱
え
て
き
た
戦
争
賠
償
の

主
張
が
徐
々
に
変
化
を
み
せ
た
。
一
九

七
一
年
一
〇
月
、
藤
山
愛
一
郎
を
団
長

と
す
る
日
中
国
交
回
復
議
員
連
盟
訪
中

団
が
中
国
に
訪
れ
た
時
、
中
国
側
は
訪

中
団
に
対
し
、
正
式
に
「
日
中
国
交
回

復
三
原
則
」
を
提
案
し
た
。
具
体
的
に

は
①
中
華
人
民
共
和
国
は
中
国
を
代
表

す
る
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
、
②
台

湾
は
中
華
人
民
共
和
国
領
土
の
一
部
で

あ
る
、
③
『
日
華
条
約
』
は
不
法
で
あ

り
、
無
効
で
あ
っ
て
、
破
棄
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
⑸
と
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
三
原
則
の
中
に
は
戦
争
賠
償
の
内

容
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
七
月
田
中
角
栄
が
首
相

に
就
任
後
、
中
国
と
の
国
交
正
常
化
を

早
期
に
実
現
し
た
い
と
発
表
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
周
恩
来
は
直
ち
に
歓
迎
の

意
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
日
本
側
の
資

料
に
よ
る
と
田
中
角
栄
訪
中
前
に
、
周

恩
来
は
公
明
党
の
竹
入
義
勝
委
員
長
と

会
談
し
、
中
国
は
日
本
の
戦
争
賠
償
を

放
棄
す
る
こ
と
を
正
式
に
伝
え
た
と
い

う
⑹
。
同
年
九
月
二
五
日
か
ら
訪
中
し

た
田
中
角
栄
ら
は
五
日
間
に
わ
た
っ
て

中
国
側
と
会
談
し
た
結
果
、
国
交
正
常

化
を
実
現
し
た
。
日
中
国
交
正
常
化
交

渉
に
つ
い
て
の
研
究
は
別
の
機
会
で
詳

し
く
触
れ
た
い
が
、
現
在
公
表
さ
れ
て

い
る
資
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
中
国
側
は

焦
点
を
「
戦
争
終
結
問
題
」
と
「
台
湾

問
題
」
に
絞
り
、
賠
償
放
棄
の
問
題
に

つ
い
て
は
大
き
な
政
治
的
な
譲
歩
を
し

た
。
前
出
の
「
竹
入
メ
モ
」
に
は
戦
争

賠
償
に
つ
い
て
「
中
日
両
国
人
民
の
友

誼
の
た
め
、
日
本
国
に
対
す
る
戦
争
賠

償
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
」⑺
と
記
さ

れ
た
こ
と
に
続
い
て
、
九
月
二
九
日
の

「
日
中
共
同
声
明
」
の
第
五
項
に
は

「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
中
日
両
国

国
民
の
友
好
の
た
め
に
、
日
本
国
に
対

す
る
戦
争
賠
償
の
請
求
を
放
棄
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
」
と
書
か
れ
た
。

　

一
九
七
二
年
日
中
国
交
正
常
化
の
際
、

日
本
側
の
最
大
の
課
題
は
二
つ
あ
っ
た
。

第
一
は
台
湾
と
の
関
係
を
ど
う
処
理
す

る
の
か
。
第
二
は
、
戦
争
賠
償
の
問
題

を
ど
う
解
決
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
特
に
、
中
国
に
と
っ
て
前

者
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に

対
し
て
、
日
本
は
中
国
と
国
交
正
常
化

を
決
め
た
以
上
、
あ
る
程
度
の
覚
悟
を

し
て
い
た
。
む
し
ろ
日
本
側
は
後
者
の

戦
争
賠
償
と
そ
の
金
額
に
つ
い
て
不
安

を
抱
い
た
。
故
に
中
国
側
が
戦
争
賠
償

の
放
棄
を
実
際
に
口
に
し
た
と
き
に
、

日
本
側
は
大
変
驚
い
た
⑻
と
い
う
。

　

だ
が
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
よ

り
始
ま
っ
た
一
五
年
年
間
も
続
い
た
日

中
戦
争
は
、
わ
ず
か
五
日
間
の
会
談
で

す
べ
て
の
わ
だ
か
ま
り
を
解
く
こ
と
は

到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

の
ち
に
、
一
九
七
二
年
の
日
中
の

「
和
解
」
に
つ
い
て
日
中
研
究
者
の
間

で
は
様
々
な
議
論
を
重
ね
た
が
、
反
省

の
意
見
が
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

毛
里
和
子
は
七
二
年
の
国
交
正
常
化
を

「
七
二
年
体
制
論
」
と
定
義
付
け
、「
七

二
年
体
制
は
、
法
よ
り
も
道
義
、
理
よ

り
も
情
、
制
度
よ
り
も
人
が
優
先
し
、

な
に
よ
り
、
新
関
係
を
作
っ
て
い
く
た

め
の
制
度
に
欠
け
て
い
た
。
そ
の
脆
弱

さ
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
大
き
く
綻ほ
こ
ろび

に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
」⑼
と
述
べ

た
。
ま
た
、
井
上
正
也
は
、
中
国
の
賠

償
放
棄
を
「
日
本
の
巨
額
な
負
担
を
免

じ
、
日
本
人
の
対
中
感
情
を
好
転
さ
せ

た
が
、
長
期
的
に
は
、
日
本
の
「
戦
後

処
理
」
を
曖
昧
に
し
、
両
国
の
歴
史
認

識
に
「
ね
じ
れ
」
を
も
た
ら
し
た
」⑽

と
酷
評
し
た
。

　

一
方
、
中
国
側
の
学
者
も
同
様
に
厳

し
い
論
調
を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

何
方
は
国
交
正
常
化
を
支
え
て
き
た

「
二
分
論
」（
一
部
の
軍
国
主
義
者
と
普

通
の
民
衆
）
を
「
日
本
の
対
外
侵
略
に

つ
い
て
、
民
族
の
犯
罪
と
み
な
さ
ず
、
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階
級
闘
争
の
観
点
に
立
っ
て
、
極
少
数

の
軍
国
主
義
分
子
に
だ
け
罪
を
着
せ
、

日
本
人
民
を
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
被
害
者

と
み
な
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
是
非
を
混

淆
し
た
も
の
だ
」⑾
と
真
っ
向
か
ら
否

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
建
栄
も
一
九

七
二
年
時
点
で
の
国
交
正
常
化
交
渉
は

法
的
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
う
え

で
「
毛
沢
東
・
周
恩
来
ら
指
導
者
が
理

想
主
義
的
に
「
賠
償
を
求
め
な
い
」
方

針
を
決
め
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
国
民

の
意
見
を
聞
か
ず
に
急
ぎ
す
ぎ
た
の
で

は
な
い
か
」⑿
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら

に
国
交
正
常
化
か
ら
四
三
年
た
っ
た
今

も
日
中
の
間
に
歴
史
、
領
土
問
題
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
齟
齬
を
生
じ
、
時

に
は
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
根
本
的
な
原
因

を
国
交
正
常
化
当
時
に
求
め
る
主
張
も

あ
る
。
例
え
ば
、「
侵
略
戦
争
の
被
害

者
の
立
場
や
中
日
国
交
正
常
化
後
に
周

期
的
に
発
生
し
た
「
歴
史
問
題
」
を
め

ぐ
る
衝
突
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、（
一
九

七
二
年
の
）
国
交
正
常
化
の
交
渉
結
果

は
中
国
の
対
日
外
交
の
失
敗
と
両
国
の

戦
後
和
解
の
挫
折
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
っ
た
」⒀
と
い
っ
た
考
え
方
は
現
在

の
中
国
に
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

●
戦
争
賠
償
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助

　

し
か
し
、
一
九
七
二
年
の
国
交
正
常

化
交
渉
は
日
中
両
国
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
歴
史
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
当
時
の
時
代
背
景
か
ら
日

中
両
国
の
指
導
者
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
思
惑
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

結
果
的
に
は
日
中
国
交
正
常
化
は
、
両

国
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
地
域
に
と
っ
て

良
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
は
こ
れ
に

よ
っ
て
日
中
戦
争
の
影
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
中
国
も
「
反
米
・
反

ソ
」
と
い
う
不
安
定
な
国
際
関
係
か
ら
、

近
隣
の
日
本
と
の
国
交
正
常
化
に
よ
っ

て
一
息
つ
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
賠
償

の
放
棄
に
関
し
て
は
、
日
中
両
国
の
国

民
感
情
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
文

革
さ
な
か
の
中
国
は
当
時
の
特
異
な
情

勢
に
お
い
て
、
一
般
の
民
衆
が
知
ら
な

い
ま
ま
に
指
導
者
た
ち
の
独
断
で
戦
争

賠
償
の
放
棄
を
決
め
こ
と
は
事
実
で
あ

っ
た
。
一
方
、
戦
争
経
験
者
が
多
く
生

存
し
て
い
た
当
時
の
日
本
に
は
、
多
く

の
人
々
が
そ
れ
に
驚
い
た
と
同
時
に
中

国
に
親
近
感
を
抱
い
た
。
ま
た
、
自
民

党
内
も
中
国
に
親
近
感
を
持
つ
人
が
一

気
に
増
え
、
所
謂
「
親
中
派
」
も
そ
の

後
暫
く
日
本
の
政
治
中
枢
を
占
め
た
。

対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
現
も
こ
の
よ
う
な
民

意
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
円
借
款

は
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
総
額
が
三
兆

三
一
六
五
億
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か

で
無
償
資
金
協
力
お
よ
び
技
術
協
力
を

含
め
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
全
体
の
九
割
を
占
め

た
。
中
国
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
利
用
し
て
、
道

路
、
空
港
、
鉄
道
、
環
境
保
全
、
人
材

育
成
、
医
療
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

っ
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
現
は
当
時
の
首
相

で
あ
っ
た
大
平
正
芳
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　

田
中
内
閣
の
外
相
と
し
て
国
交
正
常

化
の
交
渉
に
臨
ん
だ
大
平
は
、
自
ら
戦

争
経
験
者
と
し
て
日
中
戦
争
に
つ
い
て
、

当
時
の
中
国
外
交
部
長
姫
鵬
飛
に
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。「
田
中
の
訪
中
は
日

本
国
民
全
体
を
代
表
し
て
、
過
去
に
対

す
る
反
省
の
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
日
本
が
全
体
と
し
て
戦

争
を
反
省
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
意
味

で
の
表
現
方
法
を
と
り
た
い
」⒁
。
戦

争
賠
償
放
棄
を
宣
言
し
た
中
国
に
対
し

て
は
、
大
平
は
感
動
を
覚
え
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
故
に
、
大
平
が
首
相
就
任

後
、
直
ち
に
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
開
始
す
る

と
い
う
政
治
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
九
年
一
二
月
、
大
平
が
首
相

と
し
て
訪
中
し
た
際
、「
新
世
紀
を
目

指
す
日
中
関
係
―
深
さ
と
広
が
り
を
求

め
て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
講

演
で
は
「
国
と
国
と
の
関
係
に
お
い
て

最
も
大
切
な
も
の
は
、
国
民
の
心
と
心

の
間
に
結
ば
れ
た
強
固
な
信
頼
で
あ
る
。

こ
の
信
頼
を
裏
打
ち
す
る
も
の
は
、
何

よ
り
も
相
互
の
国
民
の
間
の
理
解
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
相
手
を
知
る
努

力
は
、
決
し
て
容
易
な
業
で
は
な
い
。

日
中
両
国
は
一い
ち
い
た
い
す
い

衣
帯
水
に
し
て
二
〇
〇

〇
年
の
歴
史
的
、
文
化
的
つ
な
が
り
が

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
み
を
も
つ
て
、

両
国
民
が
十
分
な
努
力
な
く
し
て
理
解

し
あ
え
る
と
容
易
に
考
え
る
こ
と
は
極

め
て
危
険
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
平
が
最
も
強

調
し
た
の
は
国
民
同
士
の
相
互
理
解
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
、
大
平
は
既
に
日

中
の
将
来
に
一
抹
の
不
安
を
抱
き
、

「
体
制
も
違
い
流
儀
も
異
な
る
日
中
両

国
の
間
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
こ
の

よ
う
な
自
覚
的
努
力
が
厳
し
く
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
、

一
時
的
な
ム
ー
ド
や
情
緒
的
な
親
近
感
、

更
に
は
、
経
済
上
の
利
害
、
打
算
の
み

の
上
に
日
中
関
係
の
諸
局
面
を
築
き
あ

げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
所
詮

砂
上
の
楼
閣
に
似
た
は
か
な
く
、
ぜ
い

弱
な
も
の
に
終
る
で
あ
ろ
う
」（
一
九

七
九
年
一
二
月
七
日
、
全
国
政
治
協
商

会
議
大
ホ
ー
ル
に
て
）
と
早
く
も
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
む
す
び
に

　

以
上
、「
日
清
戦
争
」
と
「
日
中
戦

争
」
と
い
う
二
つ
の
戦
争
に
つ
い
て
取
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21世紀における東アジア新秩序をめぐって―わだかまりを解き、真の協力を求める―

り
上
げ
て
論
じ
た
。
近
代
と
い
う
入
り

口
に
立
た
さ
れ
た
時
か
ら
、
日
中
両
国

の
間
に
は
様
々
な
誤
解
や
思
惑
の
違
い

が
生
じ
て
い
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
不

幸
に
も
い
ず
れ
も
「
戦
争
」
と
い
う
手

段
に
よ
っ
て
解
決
に
臨
も
う
と
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、「
日
清
戦
争
」
に

お
い
て
、
中
国
は
敗
者
と
し
て
、
国
家

財
政
の
二
倍
と
い
う
巨
額
な
賠
償
金
を

支
払
わ
さ
れ
た
う
え
、
台
湾
を
日
本
に

割
譲
し
た
。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
戦

争
の
負
担
に
よ
っ
て
長
年
続
い
た
封
建

制
が
崩
壊
し
た
。
一
方
、
勝
者
で
あ
っ

た
日
本
は
賠
償
金
で
近
代
工
業
化
を
実

現
し
た
も
の
の
、
帝
政
ロ
シ
ア
と
の
戦

争
に
よ
っ
て
大
量
な
借
金
を
強
い
ら
れ
、

民
生
の
改
革
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
日

露
戦
争
の
結
果
に
よ
っ
て
、
日
本
国
内

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
煽
り
、

や
が
て
軍
部
が
暴
走
し
、
日
中
全
面
戦

争
お
よ
び
太
平
洋
戦
争
に
至
っ
た
。
ま

た
、
冒
頭
部
分
に
触
れ
た
よ
う
に
、

「
洋
務
運
動
」
と
「
明
治
維
新
」
は
ほ

ぼ
同
じ
目
的
で
行
わ
れ
た
が
、
前
者
は

少
数
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
上
か
ら
下
へ
の

改
革
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は

下
層
の
民
衆
が
下
か
ら
上
へ
と
押
し
上

げ
る
形
で
改
革
が
行
わ
れ
て
支
持
が
拡

大
し
た
。
そ
し
て
、
近
代
化
に
対
す
る

理
解
の
違
い
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
半
島
を

舞
台
に
し
て
、
日
中
両
国
は
対
立
し
た

の
で
あ
る
。

　
「
日
中
戦
争
」
で
は
、
中
国
は
一
応

の
と
こ
ろ
勝
者
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た

が
、
多
大
な
犠
牲
と
被
害
を
受
け
た
。

終
戦
後
、
中
国
は
ま
た
も
国
内
戦
争
に

陥
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
戦
争
賠
償
の
交

渉
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
陸
中
国
も
台
湾

の
国
民
党
政
権
も
実
質
上
日
本
に
大
き

な
譲
歩
を
し
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
譲

歩
は
何
れ
も
上
層
部
の
一
存
で
決
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
民
衆
の
理
解
を

得
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
問
題
も
同
様
で
あ
っ
た
。

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
交
渉

の
結
果
、
中
国
は
巨
額
の
戦
争
賠
償
を

放
棄
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
多
く
の
日

本
国
民
が
感
激
を
覚
え
、
の
ち
の
対
中

Ｏ
Ｄ
Ａ
支
援
の
民
意
が
高
ま
っ
た
。
し

か
し
、
中
国
国
内
に
お
い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
態
に
つ
い
て
あ
ま

り
知
ら
れ
て
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
中
の
間
は
常
に
官

民
の
間
、
す
な
わ
ち
、
政
策
決
定
者
と

民
衆
の
間
に
は
感
覚
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
が

存
在
し
て
い
て
、
両
国
の
相
互
理
解
を

め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
混
乱
が
生
じ
て
き

た
。
そ
し
て
、
今
日
の
日
中
関
係
は
主

権
を
め
ぐ
る
問
題
の
浮
上
に
よ
っ
て
膠

着
状
態
に
あ
り
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ

か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
今
日
は
、

戦
争
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
は
、
こ

れ
か
ら
い
か
な
る
地
域
的
連
帯
を
形
成

し
、
い
か
な
る
共
通
な
目
標
を
追
い
求

め
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
、

と
り
わ
け
日
中
両
国
の
責
任
で
あ
る
。

相
互
理
解
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

相
手
を
「
客
観
的
」
に
、
か
つ
「
等
身

大
」
に
受
け
止
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
に
日
中
両
国
は
さ
ら
な
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
。

（Zhao Gang

／
中
国
社
会
科
学
院
日

本
研
究
所
副
研
究
員
）
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⑴�

茂
木
敏
夫
『
変
容
す
る
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代
東
ア
ジ

ア
の
国
際
秩
序
』
山
川
出
版
社
、
一

九
九
七
年
。

⑵�

『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表
第
一

巻
』
原
書
房
、
一
九
八
三
年
。

⑶�

『
日
中
関
係
基
本
資
料
集
：
一
九
四

九
年
―
一
九
六
九
年
』
財
団
法
人
霞

山
会
、
一
九
七
〇
年
。

⑷�
『
中
華
人
民
共
和
国
対
外
関
係
文
件

集
』
第
三
集
。

⑸�

王
泰
平
編
『
中
華
人
民
共
和
国
外
交

史
』
第
三
巻
、
世
界
知
識
出
版
社
、

一
九
九
九
年
。

⑹�

外
務
省
公
開
資
料
『
竹
入
義
勝
・
周

恩
来
会
談
記
録
』。

⑺
注
⑹
に
同
じ
。

⑻�

竹
入
義
勝
「『
歴
史
問
題
』
の
歯
車

が
回
っ
た　

流
れ
決
め
た
周
総
理
の

判
断
」
に
て
「
全
く
予
想
も
し
な
い

回
答
に
体
が
震
え
た
」
と
書
い
た

（
石
井
明
・
朱
建
栄
・
添
谷
芳
秀
・

林
暁
光
編
『
記
録
と
考
証　

日
中
国

交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
交
渉
』
岩
波
書
店
、二
〇
〇
三
年
）。

⑼�

毛
里
和
子
『
日
中
関
係　

戦
後
か
ら

新
時
代
へ
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
六

年
。

⑽�

井
上
正
也
「
国
交
正
常
化
一
九
七
二

年
」（
高
原
明
生
・
服
部
龍
二
編

『
日
中
関
係
史　

一
九
七
二
―
二
〇

一
二　

Ⅰ
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）。

⑾�

何
方
「
時
代
問
題
判
断
の
誤
り
は
大

局
を
危
う
く
す
る
」（『
炎
黄
春
秋
』

二
〇
一
二
年
一
一
月
）。

⑿�

朱
建
栄
『
記
録
と
考
証　

日
中
国
交

正
常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

交
渉
』
二
〇
〇
三
年
。

⒀�

劉
建
平
『
戦
後
中
日
関
係
―
“
不

正
常
”
な
歴
史
経
緯
と
構
造
』
社

会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

⒁�

外
務
省
公
開
資
料
「
大
平
外
務
大

臣
・
姫
鵬
飛
外
交
部
長
会
談
（
要

録
）
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
記
録
」。


